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優しく強い子に！ 一昨日には小学校の卒業式がありました。クラブを
代表して南の卒業生が在籍する学校へお祝いのメッセ
ージを届けました。メッセージに込めた想いは南の大
人たち全員の願いそのものです。
毎日のコツコツと努力することを忘れず，勉強・部

活と日々を充実させてください。
昨年３月の卒業式のことです。上由木小の卒業生に

向けた上柚木中の校長先生の言葉です。
「明日から中学入学の日までに毎日勉強する癖をつけ
て入学してください。毎日の努力が何より力をつけ
てくれます」
矢上も全く同じことを言いたいのです。
南のＯＢで由井三時代の私の教え子でもある守島君

http://www.minamih.net/ は毎日ＧＡＮＢＡノートを提出し，その日の授業の復
１７・ ３・２５（土）習をしてくる子でした。日記や詩もよく書いてきまし
南ＮＥＷＳＮＯ１３１ た。中学・高校でも自分にはあわないと塾には行かず，

自宅学習で見事早稲田大学に現役合格したのです。

交流戦（5年生） 2017-3-18（土） 府中関東村少年サッカー場
〇チームのめあて：渡り廊下／スプリント／チャレンジ＆カバー
〇個人のめあて：岩﨑君：スプリント／服部君：アーリーヒット／一護君：技を使う／名嘉
君：技を使う／尾川君：周りを見る／吉澤君：アーリーヒット／慶長君：裏を取られない
／璃子さん：ドリブルして技を使う／周君：声を出す／蛯名君：キャッチをしっかりする
〇第 1試合 △南八王子 0-0 府中グリーンファイターズ （前半 0-0）
お互いにチャンスはありましたが、決めきれない展開。慶長君が左サイ
ドをステップオーバーで突破したプレーが光りました。

〇第 2試合 ×南八王子 2-7 渋谷東部 JFC （前半 1-3）
得点：璃子さん（A周君）、一護君

先制された直後の前半 2分、中盤でキープした周君からのスルーパスを
璃子さんがダイレクトで流し込み同点。このチームではあまりなかったき
れいな崩しでの得点でした。岩﨑君のスペースへボールを呼び込む声がよく聞こえました。
後半 2分、一護君がこぼれ球に詰めて 1点返します。名嘉君のダブルタッチでの突破な
ど攻勢に出ましたが、ディフェンスの当たりが弱く失点が重なりました。同 14分、突破
した名嘉君がファウルをもらいますが、わずかにペナルティエリア外、同 17分に服部君
のシュート、こぼれ球に岩﨑君が詰めますがGK正面。

〇第 3試合 ×南八王子 0-1 府中グリーンファイターズ （前半 0-0）
CB周君がカットしたボールをCH慶長君、左 SH名嘉君とつなぐきれいな展開があり
ました。
後半 6分、再三左サイドを突破していた名嘉君からクロスがトップの服部君に通ります
が決まらず。逆に同 13分、ゴール前で相手を一人フリーにしてしまって失点。

〇第 4試合 ○南八王子 2-0 渋谷東部JFC （前半 0-0） 得点：一護君2
相手中盤にスペースがあり、前半 1分の周君、名嘉君、服部君の 3人での崩しなど、２
つ以上のパスがつながって広く展開するプレーが何回か見られました。同 5分、一護君の
クロスに名嘉君が詰めますが決まらず。同 12分、服部君から一護君、左の名嘉君につな
がりクロス、吉澤君がシュート。同 20分、一護君が突破からシュート気味のボールをゴ
ール前へ送りますが、隅田君がわずかに追いつかず。
後半 1分、相手 3人に囲まれた一護君がイスの形で見事に突破し、右足一閃、先制。同 17

分、相手が全員で前がかりになったところ、尾川君と吉澤君が相手陣内で囲んでボールを奪
取し、一護君が一気にゴール前へ運んで 2点目。
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父母と教師を結ぶ雑誌「子どものしあわせ」 日本子どもを守る会編
２０１６年１０月号 本の泉社
「人間は平和・平等・あたりまえ」 聖カタリナ大学特任教授 山本万喜雄
Ｐ５３より

……いまＮＨＫの朝ドラとして放映中の「トト姉ちゃん」に登場している編集
長の花山は，雑誌『暮しの手帖』の編集長として有名な花森安治さんがモデル
です。…不正を憎む氏は，政治に対してもこんな言葉で怒るのでした。

「…政治家よ／あなたのこころのなかから 急速に失われていったものを 知
っているか／それは，（いたわり）だ／あなたは あなたといっしょに 生
きて 暮らしている人たちへの いたわりを 忘れてしまった／じぶんだけ
の損得と 名聞にとらわれて あなたといっしょに生きて暮らしている人た
ちの苦しみを 平気で踏みにじっている／ぼくらは ほとんど あなたに
絶望しようとしている」

最近の日本の政治家たちを観ていると（真に戦国時代の国盗り物語に出てく
る武将そのものだな）と思います。勿論全員ではありませんが，如何にに己の
勢力を伸ばし，その安泰を図るかに汲々としていると感じています。だから，
少し違うなと思っても異を唱えることができない忠犬ポチのような政治家がた
くさんいるのです。上ばかり気にしているヒラメのような輩ばかりなのです。
民・百姓のことを思い浮かべるのは年貢の取り立ての時(選挙の時）だけです。
福島や沖縄の人々の苦しみを思いやればもっと違う政策を打ち出すはずで

す。本当に日本の未来・世界の未来を考えるならばもっと違う政策を提唱する
はずです。
明治の政治家の一人，田中正造は足尾銅山の鉱毒に苦しむ庶民のために戦う

人でした。日本初の公害・足尾鉱毒に苦しむ人々を救うために，鉱毒によって
汚され破壊された山河・耕作地を取り戻すために政治家になったのです。
２０日(月）の少女・６年生のお別れ会で，何故勉強するのかと問われたら
①真実を見抜く力 ②手をつなぐ力 ③自己変革する力

の３つの力を身につけるために勉強するんだよと答えてきたと話しました。
様々な情報を手に入れて，自分で判断し、何を為すべきか選択して行動でき

る人，他に優しく，信じることをやり抜く強い人になってください。ｂｙ矢上

☆試合を振り返って

最近、どの試合でも相手のフィジカルコンタクトがどんどん激しくなっています。それに負

けないだけでなく、さらに相手の力を利用したターンを練習していますが、気持ちで後手にま

わるとまったくその成果が出せません。今日の2試合めはまさにそういう試合でした。相手は
かなり腕を使うチームでしたが、それに萎縮したのか当たりが弱く、簡単に切り返しでかわさ

れてしまう残念な場面が多く見られました。

その中で、慶長君、一護君は体の使い方が上手になってきたと思います。名嘉君も強い気持

ちを持った時間帯は素晴らしい突破をしました。メンバーを落としてきたとは言え、最初は2-7
で負けた相手に最後は勝ったのですから自信を持って次のゲームに臨んでください。

今日はいろいろなポジションを体験することができたこと、ビルドアップに何度もチャレン

ジしたことも収穫でした。試合でしか学べないことを学んだ、良い練習試合になったと思いま

す。 ｂｙ中村コーチ
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